
農業塾
海外農業視察研修

６ページ〜

青年部
小学校食育事業

４ページ〜

農業功労賞
堀川要一さん

３ページ

農協だより

2020.7月
№589 たいき



たいき 2( )

あいさつする
坂井組合長

２
７
３
名（
委
任
・
書
面
含
む
）出
席
し
全
８
議
案
可
決
承
認
！

第
72
回
通
常
総
会
開
催

　

５
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
に

お
い
て
、
第
72
回
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
来

賓
者
の
出
席
依
頼
を
控
え
、
少
人

数
に
よ
る
開
催
と
な
り
、
正
組
合

員
２
８
５
名
の
内
、
本
人
出
席
14

名
、
委
任
出
席
１
名
、
書
面
議
決

を
合
わ
せ
て
２
７
３
名
の
出
席
と

な
っ
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
農
業

功
労
者
の
授
賞
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
常
勤

が
巡
回
し
、
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
た
。
各
種
共
励
会
に
つ
い

て
は
総
会
後
、
受
賞
者
を
巡
回
し
、

表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

　

本
総
会
に
あ
た
り
、
坂
井
組
合

目
的
に
、
海
外
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
管
理
部
門
で
は
大
規

模
地
震
等
を
想
定
し
た
緊
急
時
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
本
館
事
務
所

に
自
家
発
電
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
度
の
農
協

取
扱
高
は
１
４
７
億
９
，
４
０
０

万
円
と
な
り
６
年
連
続
の
増
加
、

過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
組
合
員
皆
様
の
日
々
の
ご
努

力
、
関
係
機
関
の
厚
い
ご
支
援
の

賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
と
い
っ
た
見
え
な
い
恐

怖
と
の
戦
い
か
ら
始
ま
り
、
長
引

く
影
響
か
ら
生
乳
処
理
や
和
牛
枝

肉
の
価
格
に
影
響
を
受
け
、
大
事

な
局
面
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、「
生
産
者
が
や
る

こ
と
」「
関
係
機
関
が
や
る
こ
と
」

と
い
っ
た
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、

需
給
調
整
や
消
費
拡
大
の
取
り
組

み
を
強
力
に
進
め
て
参
り
た
い
。

本
年
も
第
９
次
地
域
農
業
振
興
計

画
や
Ｊ
Ａ
中
期
計
画
、
生
産
目
標

を
柱
に
、
農
業
所
得
の
増
大
や
取

扱
販
売
高
１
４
０
億
円
の
継
続
、

生
乳
生
産
12
万
ｔ
の
早
期
達
成
に

向
け
事
業
を
展
開
し
、
ま
た
、
地

域
の
中
核
組
織
と
し
て
、
地
域
に

愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
と
な
り
、

安
全
安
心
な
食
糧
生
産
に
努
力
を

す
る
こ
と
を
念
頭
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」
と
開
会
挨
拶
。

　

議
長
に
金
曽
浩
文
さ
ん
（
開
進

農
事
組
合
）
を
選
出
し
議
事
に
入

っ
た
。

　

議
案
で
は
、
事
業
報
告
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金

処
分
案
、
事
業
計
画
な
ど
８
議
案

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。

総会のようす 議長の金曽浩文さん

開進　藤原　幸一さん上大樹　坂本 松太郎さん下大樹　半田　　司さん

長
は
「
昨
年
度
は
酪
農
・
畜
産
・

畑
作
と
も
に
良
好
な
一
年
と
な
り

ま
し
た
。
酪
農
に
お
い
て
は
良
質

な
粗
飼
料
生
産
に
基
づ
き
、
前
年

対
比
１
０
３
．
６
％
と
な
る
11
万

１
，
８
５
４
ｔ
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。
個
体
販
売
に
お
い
て
も
全

般
的
に
好
調
な
成
績
と
な
り
、
和

牛
に
お
い
て
も
一
定
の
成
果
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
畑
作

物
に
お
い
て
は
野
菜
部
門
で
市
況

が
飽
和
状
態
と
な
り
苦
戦
し
た
も

の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
作
物
の
生

育
と
し
て
は
順
調
に
進
み
、
小
麦

に
お
い
て
は
過
去
最
高
の
10
・
７
俵

を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
事
業
で
は
信
用
部
門
に
お

い
て
、
農
業
経
営
拡
大
化
資
金
の

利
子
助
成
を
指
導
部
門
と
連
携
し

て
実
施
。
購
買
部
門
に
お
い
て
は
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
の
中
で
生
産

現
場
の
環
境
保
全
、
焼
却
炉
の
推

進
を
し
ま
し
た
。
後
継
者
対
策
で

は
、
農
業
塾
の
総
括
と
し
て
新
た

な
発
見
、
更
な
る
見
聞
を
広
げ
る

こ
と
に
よ
る
農
業
基
礎
力
向
上
を

農
業
功
労
賞

�

受
賞
者
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各

種

共

励

会

受

賞

者

■
酪
農
経
営
改
善
共
励
会

◆
個
人
の
部

最
優
秀
賞	

萠　

和	

戸
田　

繁
樹

優

秀

賞	

開　

進	

㈱
北
守
牧
場

〃

	

芽　

武	

前
田　

昌
文

〃
	

日　

方	

（農）
日
昭
牧
場

〃

	

中　

島	

小
林　

孝
行

〃

	
中　

島	

（農）
マ
ジ
カ
ナ
フ
ァ
ー
ム

◆
団
体
の
部

最
優
秀
賞	

日　

方	

日
方
酪
農
部
会

◆
奨
励
賞
の
部

特
別
改
善
奨
励
賞

�

芽　

武　

阿
部　

克
己

無
脂
固
形
量
奨
励
賞

�

尾　

田　

㈲
金
丸
牧
場

■
乳
牛
生
産
能
力
改
良
共
励
会

◆
個
人
の
部

最
優
秀
賞	

開　

進	

㈱
北
守
牧
場

優

秀

賞	

日　

方	

（農）
日
昭
牧
場

〃

	

振　

別	

㈱
エ
ン
ブ
レ
ム

－

Ｋ

〃

	

芽　

武	

前
田　

昌
文

優

秀

賞	

中　

島	

（農）
マ
ジ
カ
ナ
フ
ァ
ー
ム

■
乳
質
改
善
共
励
会

◆
個
人
の
部

最
優
秀
賞	

上
大
樹	

㈲
太
田
牧
場

優

秀

賞	

美　

成	

小
島　

幸
康

〃

	

萠　

和	

㈱
湯
澤
牧
場

〃

	

日　

方	

西
川　

重
穂

〃

	

石　

坂	

㈱
Ｊ

－

ｐ
ｒ
ｏ

�

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
フ
ァ
ー
ム

〃

	

萠　

和	

村
﨑　

隆
一

◆
団
体
の
部

最
優
秀
賞	

萠　

和	

萠
和
酪
農
部
会

■
和
牛
経
営
改
善
共
励
会

◆
繁
殖
素
牛
部
門

最
優
秀
賞	

大　

光	
姉
﨑　

久
信

◆
肥
育
販
売
部
門

最
優
秀
賞	

豊　

里	

牧
田
日
出
男

■
畑
作
物
多
収
穫
共
励
会

◆
て
ん
菜

最
優
秀
賞	

萠　

和	

白
石　

和
彦

◆
秋
播
小
麦

最
優
秀
賞	

拓　

進	

鈴
木　

和
昭

◆
馬
鈴
し
ょ

【
加
工
の
部
】

最
優
秀
賞	

萠　

和	

遠
藤　

慎
也

【
澱
原
の
部
・
生
食
の
部
】

　

該
当
者
な
し

◆
豆　

類

⑴
大　

豆

　

該
当
者
な
し

⑵
小　

豆

奨

励

賞	

萠　

和	

白
石　

和
彦

⑶
大
手
亡

　

該
当
者
な
し

◆
加
工
ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン

　

該
当
者
な
し

◆
園
芸
作
物

だ
い
こ
ん

　

該
当
者
な
し

萠和　遠藤　豊隆さん 拓進　鈴木　喜雄さん 尾田　村瀬　博志さん

各種家畜共進会受賞奨励賞

名　　　　称 部門 受賞名 名　　号 ・ 生年月日 出 品 者

第50回十勝Ｂ＆Ｗショウ
１部 １等首席 ゴールデン　カーリー　ドアマン　ＥＴ� H30.  9.15 ㈲金丸牧場

５部 １等首席 ローヤルランド　ブレデイ　ゼラ� H29.10.11 木村　達也

2019北海道Ｂ＆Ｗショウ １部 １等首席 ゴールデン　カーリー　ドアマン　ＥＴ� H30.  9.15 ㈲金丸牧場

第50回十勝総合畜産共進会 15部
１等首席
リザーブシニア
チャンピオン

エンブレムＫ　スパークリング　シエリー� H26.12.31 ㈱エンブレム－Ｋ

第17回北海道総合畜産共進会 14部
１等首席
シニアチャンピオン
グランドチャンピオン

エンブレムＫ　スパークリング　シエリー� H26.12.31 ㈱エンブレム－Ｋ

2019北海道ホルスタインウインターフェア 11部 １等首席
ベストアダー

エンブレムＫ　ドアマン　ジヨアンナ　ＥＴ� H28.  8.  9 ㈱エンブレム－Ｋ
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農業用廃プラスチック回収風景

青年部

７
作
物
を
作
付

―
10
年
目
と
な
る
食
育
事
業
が
始
動
―

廃
プ
ラ
回
収

　

５
月
13
日
、
大
樹
小
学
校
農
園

場
に
お
い
て
、
小
学
校
３
年
生
の

児
童
44
人
を
対
象
に
食
育
事
業
を

行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
今
年
で
10
年
目
を

迎
え
、
種
ま
き
か
ら
成
長
過
程
の

観
察
、
収
穫
体
験
を
通
じ
て
「
食
」

と
「
農
」
の
大
切
さ
や
農
業
の
魅

力
を
理
解
し
、
農
業
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
た
め
に
年
４
回
ほ
ど

行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
小
学
校
が
臨
時

　

４
月
８
日
、
下
大
樹
の
農
業
倉

庫
前
に
お
い
て
、
農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
集
中
回
収
が
行
わ
れ
た
。

　

回
収
は
、
年
４
回
実
施
さ
れ
る

が
、
今
回
は
第
１
回
目
の
回
収
。

　

当
日
は
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
が
８
６
，
３
７
０
㎏
の
回
収

実
績
と
な
っ
た
。

　

回
収
処
理
料
金
は
、
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
運
賃
含
・
税
抜
）

で
㎏
当
た
り
27
円
（
処
理
料
15
円
、

運
賃
12
円
）
と
な
る
。

休
校
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
秋
の

収
穫
に
向
け
青
年
部
８
名
と
小
学

校
の
教
員
５
名
に
よ
り
、
畑
作
り

と
播
種
作
業
を
行
っ
た
。

　

部
員
と
教
員
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
用
と
う
も
ろ
こ
し
、

じ
ゃ
が
い
も
（
ト
ヨ
シ
ロ
、
キ
タ

ア
カ
リ
、
イ
ン
カ
の
め
ざ
め
、
シ

ャ
ド
ー
ク
イ
ー
ン
）、
紫
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
、
紫
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
白

ナ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
播
種
し
た
。

時
期
の
合
わ
な
か
っ
た
豆
（
小
豆
、

大
豆
、
手
亡
、
金
時
）
と
、
さ
つ

ま
い
も
は
後
日
、
部
員
が
植
え
付

け
る
。
髙
松
副
部
長
は
播
種
す
る

際
の
注
意
点
や
品
種
の
違
い
を
説

明
し
、
教
員
は
色
の
違
う
じ
ゃ
が

い
も
や
普
段
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
種
な
ど
に
関

心
を
寄
せ
て
い
た
。

　

今
後
は
成
長
具
合
を
見
な
が
ら

栽
培
管
理
を
行
い
、
収
穫
と
調
理

を
行
う
予
定
。

　

半
谷
部
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
活
動

が
制
限
さ
れ
た
り
計
画
が
立
て
に

く
い
状
況
で
す
が
、
児
童
が
秋
に

作
物
を
収
穫
で
き
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

マルチの穴あけ 教員による種まき

マルチ張り作業

肥料の散布

家庭用耕運機による畑作り

ロータリーによる畑作り

教員への説明
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目録の贈呈

効果についての説明

装置についての説明

意見交換

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
辻
本
薫
部
長
）
で
は
、
５
月
19
日

に
役
員
６
名
が
参
加
し
て
農
協
周
辺
の
花
壇
作
り
を

行
っ
た
。

　

例
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
花
壇
作
り
。
参

加
し
た
役
員
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
３
種
類
の
花

を
一
株
ず
つ
丁
寧
に
植
え
た
。
今
年
は
黄
色
・
オ
レ

ン
ジ
・
ピ
ン
ク
・
赤
の
４
色
を
配
置
し
、
農
協
周
辺

が
明
る
く
彩
ら
れ
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
（
半
谷
勇
人
部
長
）
が
花
植
に
先
立

ち
５
月
13
日
に
耕
運
機
な
ど
を
用
い
て
土
起
こ
し
を

行
い
、
花
壇
整
備
に
協
力
し
た
。

　

５
月
15
日
、
Ｊ

Ａ
選
果
場
に
お
い

て
次
亜
塩
素
酸
水

機
械
実
演
を
行
い
、

生
産
者
、
Ｊ
Ａ
職

員
、
関
係
機
関
が

参
加
し
た
。

　

実
演
で
は
株
式

会
社
丸
昇
八
田
の

社
員
よ
り
微
酸
性

次
亜
塩
素
酸
水
の

説
明
が
あ
り
、
農

業
・
酪
農
・
畜
産
現
場
で
の
使
用
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
牛

舎
で
は
子
牛
の
呼
吸
器
病
予
防
を
目
的
と
し
た
細
霧
消
毒
や

空
間
噴
霧
に
よ
る
飼
養
環
境
改
善
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

微
酸
性
次
亜
塩

素
酸
水
は
安
心
・

安
全
・
効
果
的
に

使
用
で
き
る
塩
素

で
、
除
菌
・
消
臭

の
効
果
が
あ
る
。

ま
た
、
人
の
体
内

抵
抗
物
質
と
同
じ

た
め
手
荒
れ
な
ど

も
お
き
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

次
亜
塩
素
酸
水
機
械
実
演
会

　

５
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
と
酪
農
部
会
（
田
中
伸
一
会
長
）

は
大
樹
町
役
場
を
訪
れ
、
酒
森
町
長
と
板
谷
教
育
長
に
目
録

を
贈
呈
し
た
。

　

贈
呈
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
生
乳
の
需

給
が
緩
和
し
た
事
を
受
け
、
牛
乳
消
費
を
喚
起
す
る
た
め
に

行
わ
れ
た
。

　

未
就
学
児
と
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
に
は
牛
乳
券
を
８

０
０
名
分
１
，
６
０
０
枚
を
配
布
。
福
祉
施
設
の
入
所
者
、

町
立
病
院
の
入
院
患
者
に
は
４
週
に
渡
っ
て
７
８
８
本
の
牛

乳
を
配
布
す
る
。

　

坂
井
組
合
長
は
「
生
乳
生
産
が
順
調
の
中
、
生
産
調
整
は

し
た
く
な
い
。
生
産
の
ピ
ー
ク
に
向
け
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
は

協
力
い
た
だ
き
、
最
悪
の
事
態
は
回
避
し
て
い
る
。
町
内
の

皆
様
に
も
協
力
頂
き
、
普
段
よ
り
も
う
１
杯
飲
ん
で
も
ら
え

た
ら
。」
と
呼
び
か
け
た
。

牛
乳
消
費
拡
大
運
動

花
壇
整
備

花植の様子

　役員の
みなさん

青年部の土起こし

女性部
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Ｊ
Ａ
大
樹
町 

農
業
塾

海
外
農
業
視
察
研
修

視
察
先
2

マ
ル
フ
ォ
ナ
・
フ
ァ
ー
ム

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
北
島
の
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
近
郊
に
あ
る
、
マ
ル

フ
ォ
ナ
・
フ
ァ
ー
ム
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

当
牧
場
は
、
１
９
８
３
年
に
フ

ァ
ミ
リ
ー
ト
ラ
ス
ト
（
家
族
経
営
）

の
酪
農
農
家
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
今
で
は
自
社
工
場
を
持
ち
、

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
ヘ
ル
シ
ー
、

環
境
に
優
し
い
」
を
経
営
方
針
と

し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
内
初

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牧
場
で
す
。
草

地
面
積
は
２
，
２
０
０
ha
で
３
つ

の
牛
群
に
て
飼
養
管
理
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

【
＃
１
】
２
，
２
０
０
頭
（
内
、

搾
乳
１
，
０
０
０
頭
）
搾
乳
量
５

０
０
万
ℓ
／
年

【
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
】
７
０
０
頭
（
内
、

搾
乳
４
０
０
頭
）
搾
乳
量
２
２
０

万
ℓ
／
年

【
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｙ
】
１
、
４
０
０
頭

（
内
、
搾
乳
９
０
０
頭
）
搾
乳
量

４
０
０
万
ℓ
／
年
の
群
と
な
っ
て

お
り
、【
＃
１
】
と
【
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ
】

の
２
群
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ミ
ル
ク

を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
乳
価
は
１
ℓ
当
た

り
60
～
70
セ
ン
ト
で
す
が
、
視
察

当
時
は
、
90
セ
ン
ト
ま
で
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。
半
年
以
上
前
か
ら

雨
が
降
ら
ず
、
牧
草
の
生
育
不
良

に
よ
る
乳
量
低
下
の
為
で
す
。

【
＃
１
】
で
は
、
２
回
搾
乳
を
ロ

ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
50
ポ
イ
ン
ト

で
従
業
員
３
人
、
３
時
間
で
こ
な

し
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、

放
牧
で
あ
る
こ
と
か
ら
１
頭
当
た

り
の
乳
量
は
10
ℓ
程
度
と
少
な
め

で
す
が
、
頭
数
を
増
や
す
事
で
乳

量
を
補
っ
て
い
ま
す
。

　

自
社
工
場
で
製
造
さ
れ
る
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ミ
ル
ク(

商
品
名

：

グ

リ
ー
ン
バ
レ
ー)

の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
国
内
に
お
け
る
流
通
量
は
、

95
％
に
上
り
、
ほ
ぼ
国
内
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ミ
ル
ク
と
言
え
ば
マ
ル

フ
ォ
ナ
・
フ
ァ
ー
ム(

グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー)

に
な
る
と
の
事
で
す
。

　

施
設
で
は
１
時
間
当
た
り
５
、

０
０
０
ℓ
の
生
乳
を
殺
菌
処
理
し
、

製
造
・
梱
包
・
発
送
か
ら
輸
出
ま

で
の
販
路
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
製
品
数
は
、
約
50
種
類
あ
り
、

他
会
社
の
生
乳
を
含
め
１
日
10
万

ℓ
の
ボ
ト
リ
ン
グ
を
行
い
、
大
型

ト
レ
ー
ラ
ー
10
～
12
台
分
発
送
し

て
い
ま
す
。
販
売
さ
れ
て
い
る
牛

乳
の
種
類
は
、
蓋
の
色
で
区
別
さ

れ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

と
し
て
販
売
す
る
商
品
は
乳
脂
肪

分
が
３
％
以
上
必
要
な
為
、
成
分

を
維
持
す
る
為
に
搾
乳
前
期
・
後

期
、
乾
乳
直
前
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
牛
を
入
れ
替
え
て
調
整
す
る
よ

う
で
す
。

　

ま
た
、
マ
ル
フ
ォ
ナ
・
フ
ァ
ー

ム
で
の
経
営
上
最
大
の
付
加
価
値

で
あ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
関
し
て

は
、
第
三
者
認
証
機
関
で
あ
る
ア

シ
ュ
ア
ク
オ
リ
テ
ィ
に
よ
る
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
の
認
定
を
最
初
に
受
け

た
農
場
で
す
。
こ
の
認
定
を
受
け

る
に
は
、
牧
草
地
に
除
草
剤
な
ど

の
化
学
合
成
さ
れ
て
い
る
も
の
は

一
切
使
用
出
来
ず
、
定
期
的
な
監

査
も
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
分
、
付
加
価
値
に
よ
っ
て
、

普
通
の
牛
乳
に
比
べ
て
市
場
単
価

が
25
％
程
度
高
く
取
引
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、

１
次
産
業
へ
の
補
助
や
助
成
が
無

い
中
、
協
調
性
や
利
便
性
な
ど
、

変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
で

発
展
し
て
い
る
国
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
当
牧
場
に
お
い
て
も
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ミ
ル
ク
の
第
一
人
者
と
し

て
の
地
位
、
自
家
製
造
・
販
売
ま

で
の
６
次
産
業
化
、
中
国
へ
の
輸

出
と
い
う
大
き
な
販
路
な
ど
、
独

自
性
の
あ
る
モ
デ
ル
牧
場
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
日
本
の
酪
農
で
言

え
ば
環
境
問
題
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
・
労
働
力
問
題
や
統
合
を
含
め

た
規
模
拡
大
な
ど
、
先
を
見
据
え

た
変
化
と
行
動
力
の
必
要
性
を
改

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
と
共
に
、

自
分
の
視
野
を
広
げ
る
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

担
当

：

戸
梶
伸
一
郎

太
田　

尚
宏

枯れ上がった
放牧地

牧場の方からの説明

試飲した乳飲料

場内の加工施設

施設の見学

集乳施設の見学

場内にあるロータリーパーラー
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ミルクランド北海道（事務局・ホクレン）は、新

型コロナウイルスの感染拡大が深刻化した４月下旬

から５月にかけて、医療スタッフへの感謝と、子ど

もたちの健康増進を願う気持ちを込めて、道内医療

機関や札幌市内の保育園、幼稚園などに200㎖パッ

ク換算で計16万本相当の牛乳を無償で提供しました。

またホクレンは、厳しい社会状況の中でも、ひたむ

きに農作業を続ける道内生産者の姿を伝えようと、

ホクレンアンバサダーの

森崎博之さんを起用した

テレビＣＭ＝写真＝を制

作、道内民放各局で放映

しました。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動

内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内

容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を

守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ

とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して

おります。年３回発行しており、様々な医療・健

康情報を発信しております。

　ホームページ

にもバックナン

バーを掲載して

おりますので、

是非ご一読くだ

さい。

　新型コロナウイルス感染防止のためテレビ会議システムを活用した中で、５月13日に北海道農協酪農畜産対

策本部委員会と生乳受託販売委員会の合同会議を開催し、新型コロナウイルス感染拡大に関する対応、及び令

和３年度酪農畜産政策・価格対策に向けた対策等について協議しました。

　新型コロナウイルスによる牛乳・乳製品の需要低下に対しては、乳業者等と連携を図り生乳処理の最大化を

図るとともに、国の緊急対策を活用した消費拡大・需給調整対策を実施することとしました。

　また、今後農林水産省に対し酪農畜産分野の懸念事項を踏まえ必要な

対策を継続して要請することとしました。

　令和３年度に向けた酪農畜産政策・価格対策については、組織討議の

内容を踏まえ、７月上旬に開催する道酪畜対で、概算要求に向けた政策

提案の内容を決定いたします。なお、新型コロナウイルスによる国内経

済への影響が長期化した場合、さらなる牛乳・乳製品の需要低下が懸念

されることから、酪農生産基盤を棄損させないよう国の緊急対策も踏ま

え、万全な需給安定の仕組みの構築を強く要請することを確認しました。

JA北海道信連 JA共済連北海道
　２００８年度から全国の子どもたちに向けて食

農教育等の取組みを実践する「ＪＡバンク食農教

育応援事業」を展開しています。本事業の一環と

して、子どもたちが食・環境と農業への理解を深

めるきっかけとなることを願い、小学５年生を中

心とする高学年向けの補助教材「農業とわたした

　ＪＡ共済では「家族みんなで健やかに、安全に。

『おうち時間を充実させよう！』」をテーマに、ＪＡ

共済のホームページに様々なお役立ちコンテンツを

ご用意しております。コンテンツは、〇おうちででき

る健康増進活動　〇おうちでじっくり、交通安全を

学ぼう　〇おうちの防犯、コロナ詐欺が増えていま

す　〇健康・介護ほっとラインをご紹介しております。

　外出自粛中にご自宅で「健康で安心して過ごして

いただく」、「子ども

たちが楽しく交通ル

ールを学べる」取組

みとしてぜひご活用

ください。

ちのくらし」を作製し

ています。道内におい

ては、本年度、約５万

部の冊子とＤＶＤを全

道の小学校へ贈呈いた

しました。
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信

家畜管理時の農作業事故を防ぎましょう！

死亡事故件数は建設業の約2.6倍！

リスク管理の実践方法～農場の現状にそった対策をご検討ください！～

1

4

事故の６割は「搾乳中」「牛の移動中」に発生
家畜に「蹴られる」「踏まれる」「挟まれる」にご注意を！

3

負傷事故原因は「家畜」が多い2

原因別負傷事故構成比率（北海道）
（Ｈ21～30年度）

10万人あたり死亡事故発生件数の推移（全国）
（農水省、厚労省、総務省実施の調査結果より）

Ｈ25～26年度　牛による負傷事故時の
作業内容（十勝管内）

●搾乳作業時の事故は、牛に

　「蹴られる」「踏まれる」こと

　での発生が多い。

●牛の移動時の事故は、牛に

　「挟まれる」「踏まれる」ことでの発生が多い。

□牛の行動特性に合った飼養管理

□危険を予測しながら作業

□人や牛の動線を考慮するなど、事故

牛の事故を防ぐために…リスク管理が
重要

事実をつかむ 対策を立て実行！

・�牛の移動中、牛が急に走り出

したが、作業者がロープを離

さなかったため、引っ張られ

負傷

参考文献：Ｈ27年度十勝総合振興局地域課題解決研修資料、Ｒ元年度網走農業改良普及センター地域課題解決チーム資料

Ｈ28年度農作業安全総合対策推進事業監修：啓発資材

原因追及

・�作業者が「手を離して逃げら

れると、面倒だ」と思い、ロ

ープを手首に巻き付けていた

・その牛は普段から気が荒かった

・ロープは手首に巻き付けない

・危ないと思ったら、ロープを放す

・�気が荒い牛は作業者間で情報

共有する

0

5

10

15

20

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

死
亡
事
故
件
数(

件)

農業は危険！？

建設業

農業

全産業

12.5

8

2

16.7

6.5

1.5

家畜
35％

農業機械
29％

人の転倒
10％

高所転落
8％

その他
18％

家畜が
多い !!

搾乳
32％

牛の移動
27％

捕捉・保定
12％

治療・受精
7％

牛の積み込み 5％

清掃・除糞 4％

その他
14％



たいき9( )

理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
４
回 

５
／
29

★
報
告
事
項

１　

令
和
元
年
度
ホ
ク
レ
ン
乳
用

牛
居
住
環
境
向
上
支
援
事
業

の
実
施
結
果
に
つ
い
て

２　

令
和
元
年
度
畜
産
Ｉ
Ｃ
Ｔ
及

び
楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
の
実
施
結

果
に
つ
い
て

３　

農
作
物
生
育
状
況
定
期
作
況

調
査
結
果
に
つ
い
て

４　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

５　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

に
つ
い
て

６　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

７　

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

８　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

組
合
長
理
事
の
選
任
に

つ
い
て�

協
議
・
承
認

第
２
号　

専
務
理
事
の
選
任
に
つ

い
て�

協
議
・
承
認

第
３
号　

代
表
理
事
の
選
任
に
つ

い
て�

協
議
・
承
認

第
４
号　

信
用
担
当
理
事
の
選
任

に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

理
事
の
順
位
の
決
定
に

つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
６
号　

令
和
２
年
度
理
事
の
報

酬
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
７
号　

平
成
31
事
業
年
度
業
務

報
告
書
の
行
政
庁
提
出
に
つ

い
て

�

協
議
・
承
認

第
８
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

�

協
議
・
承
認

第
９
号　

火
災
見
舞
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

★
協
議
事
項

第
１　

各
部
会
担
当
理
事
と
関
係

組
織
役
員
に
つ
い
て

�

協
議

第
２　

農
協
懇
談
会
の
意
見
集
約

に
つ
い
て�

協
議
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8,934

9,181

8,909

9,294

9,042

9,827

9,480

9,702

9,242

9,709

10,104

9,532
9,699

9,288

令和２年度5月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000
生産乳量（2019年）

生産乳量（2020年）

704,367704,367

772,800772,800
847,220847,220

873,752873,752

710,556710,556

796,900796,900

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

2019年度

2020年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000

550,000

500,000

450,000
3/4 3/19 4/8 4/22 5/12 5/27 6/11 7/7 8/27 9/8 9/24 10/7 10/21 11/5 11/26 12/17 1/21 2/3 2/17

(824,040)(824,040) (857,520)(857,520) (648,478)(648,478) (758,160)(758,160) (662,548)(662,548) (631,092)(631,092) (692,570)(692,570) (798,820)(798,820) (785,400)(785,400)
(963,540)(963,540) (877,410)(877,410) (807,840)(807,840) (720,428)(720,428) (699,233)(699,233) (476,880)(476,880) (551,035)(551,035) (723,507)(723,507) (725,340)(725,340) (821,168)(821,168)

（円）
大　　樹

肉用牛（黒毛和種）

2020年度去勢

2020年度雌

2019年度去勢

2019年度雌
550,000

500,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/91/1212/811/1010/149/158/197/146/175/184/153/11

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

649,048649,048

670,993670,993 663,030663,030

555,780555,780

576,640576,640

522,206522,206
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

７
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
の
専
用
投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で
10

名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

６
月
号
の
応
募
者
は
15
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
Ｔ
Ｍ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

６月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

イ チ ジ ク
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
上
中
島

）
宮

　
嶋

　
寿
美
子
さ
ん

（
上
中
島

）
太
　
田
　
美
智
子
さ
ん

（
振
別
）
瀬
　
川
　
勝
　
子
さ
ん

（
尾
田
）
村
　
瀬
　
眞
美
子
さ
ん

（
豊
里
）
藤
　
内
　
隆
　
弘
さ
ん

（
豊
里
）
牧
　
田
　
陽
　
子
さ
ん

（
下
大
樹

）
佐
々
木
　
弘
　
子
さ
ん

（
上
大
樹

）
髙
　
橋
　
秋
　
子
さ
ん

（
東
和
）
森
　
田
　
光
　
則
さ
ん

（
歴
舟
）
遠
　
藤
　
さ
よ
子
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

①
セ
ー
フ
で
は
な
く
て

④
赤
い
顔
を
し
て
郵
便
物
を
の
み
込
み
ま
す

⑦
漂
白
や
殺
菌
に
用
い
る
白
い
粉

⑨
タ
コ
や
イ
カ
が
吐
き
ま
す

⑩
銃
の
こ
と
。
モ
デ
ル

⑪
土
用
の
丑
（
う
し
）
の
日
に
よ
く
食
べ
ら

れ
ま
す

⑬
冷
や
し
中
華
に
添
え
る
黄
色
い
薬
味

⑮
水
稲
が
育
つ
場
所

⑯
雨
や
日
光
を
遮
る
た
め
に
差
し
ま
す

⑰

眼
鏡
、

巻
き

⑱
寺
社
を
巡
っ
て
集
め
て
い
る
人
も
い
ま
す

⑳
畳
表
に
も
使
わ
れ
る
植
物

㉑
目
か
ら
ぽ
ろ
り
と
落
ち
る
こ
と
も

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
夏
の
夜
明
け
に
ラ
ッ
パ
形
の
花
を
咲
か
せ

ま
す

②
元
素
記
号
は
Ｕ
。『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
で
は

ア
ト
ム
の
妹
の
名
前
に
な
っ
て
い
ま
す

③
誕
生
日
が
来
る
と
一
つ
取
り
ま
す

⑤
こ
の
全
自
動
洗
濯
機
の
コ
ー
ス
運
転
は
、

洗
い
→

→
脱
水
と
進
み
ま
す

⑥
起
業
し
て
巨
万
の

を
得
た

⑧
カ
メ
が
日
当
た
り
の
い
い
場
所
に
出
て
い

ま
す

⑫
「
有
り
の
実
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す

⑬
ス
チ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
に
分
け
て
リ
サ
イ
ク

ル
⑭
北
海
道
和
種
と
い
う
馬
の
俗
称

⑮
障
子
や
ふ
す
ま
な
ど
の
こ
と

⑯
エ
ジ
プ
ト
の
首
都

⑰
自
動
車
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

⑲
義
を
見
て
せ
ざ
る
は

無
き
な
り
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大樹町酪農部会牛乳・乳製品緊急消費拡大運動

リサイクル牛乳パック10枚

ご持参頂くと牛乳券400円分

をプレゼントします。

　新型コロナウイルス感染の影響を受け、牛乳・

乳製品の需給は急速に悪化しております。酪農

家が毎日搾乳する生乳は、日々速やかに処理さ

れる必要があり、牛乳・乳製品の消費拡大は、

喫緊の課題となっております。

　そこで、大樹町酪農部会では牛乳・乳製品緊

急消費拡大運動として、いつも牛乳を飲んでく

ださっている町民の方々により多く飲んで頂き

たく、リサイクル用として洗い乾燥して頂いた

「１リットル用牛乳紙パック」10枚をお持ち頂

くと、400円分の牛乳券と交換いたします。

　７月31日（金曜日）までのＪＡ営業日、交

換場所は、リサイクル紙パック回収ボックスを

設置してある、ＪＡ大樹町本所並びに資材店舗

で実施します。


